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⑭

豪
吉
朝
漁
下
に
お
け
る
漢
人
惟
饒
（
井
ノ
縛
）

杢
’
氏
の
糟
毛
㎎
ほ
ぼ
左
の
通
り
。

　
　
一
日

・
コ
エ
i
福

　
　
…

　
　
．
一
全
…
（
養
子
）

⑯
　
左
の
地
図
は
、

明
で
あ
る
。

　
　
　
　
…
壇

　
　
　
　
　
鵬
一
彦
簡

妻
統
⊥
贔

　
元
史
食
貨
志
に
よ
つ
て
作
成
し
た
が
其
の
露
出
P
鷺
は
不

田
上

　
（
附
詑
）
　
佐
伯
助
教
授
か
ら
資
料
の
誤
醗
等
に
つ
い
て
多
く
の
御
数
示
を
受

け
た
。
深
く
謝
意
を
表
し
簑
す
。

昭
和
ご
十
九
年
十
月
十
五
艮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
随
　
園

当
会
々
三
三
七
条
、
第
十
三
条
な
ら
び
に
附
則
の
規
定
に
も
と

づ
き
、
左
の
通
り
会
員
総
会
を
開
催
致
し
ま
す
か
ら
、
何
卒
御

出
席
下
さ
い
。

　
　
　
　
記

ロ
時
十
一
月
二
日
（
火
）
午
後
三
時
（
予
定
）

場
所
　
京
大
楽
友
会
館
（
市
電
近
衛
通
下
車
）

議
題

　
一
、
会
　
務
　
報
　
告

　
一
、
三
瀬
変
翼

　
一
、
評
議
員
改
選

「
会
員
各
位

〔
お
こ
と
わ
り
〕
　
前
号
駈
掲
の
通
り
、
十
一
月
一
日
（
月
）
奈
良
方
面
の
見

学
を
行
い
ま
す
が
、
バ
ス
の
定
員
が
五
十
名
に
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御

希
望
の
方
は
見
学
会
費
を
添
え
、
至
急
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
見
学
会
費
は
二

眉
円
と
発
表
致
し
ま
し
た
が
、
諸
経
費
が
か
さ
み
ま
す
の
で
二
百
五
＋
円
と
改

め
ま
し
た
。
何
卒
輿
情
御
了
察
の
上
、
既
に
二
菅
閂
御
納
入
の
方
は
、
追
加
会

費
を
お
送
り
下
さ
る
よ
5
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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い
わ
ゆ
る
「
印
紙
条
側
一
揆
」
に
つ
い
て
（
下
）
　
（
今
濾
）

　
リ
ス
と
の
紛
争
は
決
完
訳
に
解
決
し
た
と
」
（
粉
糞
§
ワ
ワ
α
o
）
。
事
実
、

　
当
時
の
、
．
》
”
点
綴
p
一
甥
φ
σ
q
剛
黙
費
、
矧
に
は
繊
屍
地
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら

　
れ
て
い
な
い
。

（
0
1
1
）
植
鑑
に
浮
・
婁
の
糞
…
黎
蘂
・
緩
奪
べ
き
颪

　
i
と
第
「
二
障
不
輪
…
入
協
定
の
由
崩
籔
と
が
機
｝
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
は
注

　
巨
し
て
よ
い
（
よ
η
詳
し
く
は
∩
ン
＜
・
♂
＜
鳳
σ
q
謀
”
国
o
O
昌
2
5
8
踏
剛
湊
O
蔓
O
h

　
戯
器
¢
a
傍
鼠
雛
欝
δ
い
．
お
幽
り
℃
で
℃
・
δ
O
o
I
δ
恥
参
照
）
。

AAA　・A　A116　115　114　113　M2

vvvv　sv
・へ
／11

v竃
嚢
ぎ
簑
峯
こ
筥
）
●
哉
O
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O
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σ
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8
の
・

翼
o
P
a
♂
陣
ご
答
》
厳
）
・
＄
圃
…
．
O
Q
o
G
o
．

鍵
讐
2
子
鐵
も
℃
℃
・
o
O
O
商
l
Q
D
8
．

b
d
9
8
ぎ
冒
↓
坤
ご
銭
亀
Ω
影
勺
●
目
．

野
「
。
ぎ
賢
」
謀
鳥
・
”
ワ
Q
o
一
．

そ
れ
ゆ
え
バ
ル
ッ
ク
ニ
世
は
印
紙
条
例
や
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ド
条
例
に
対

す
る
サ
ン
ズ
・
オ
ヴ
。
リ
バ
テ
ィ
の
活
動
お
よ
び
マ
ク
ド
ー
ガ
ル
事
件
を
、

「
革
命
史
に
な
に
竜
の
を
亀
附
加
す
る
竜
の
で
な
く
」
、
「
単
な
る
小
さ
い

闘
争
で
あ
り
：
：
：
よ
り
大
き
な
闘
争
・
に
か
く
れ
て
無
意
昧
な
竜
の
に
な
つ

｝
み
し
ま
う
」
　
と
す
る
（
切
9
「
o
一
ψ
　
｝
路
　
出
嵩
幽
も
　
℃
・
口
o
Q
　
類
。
陣
。
）
o
　
ペ
　
ッ
ヵ
i
や
、
ミ

デ
1
な
ど
と
或
る
程
魔
共
通
し
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
亀
ち
な
が
ら
、
こ
の
よ

う
に
い
う
以
上
は
当
然
彼
ら
と
竜
見
解
を
異
に
す
る
（
ベ
ッ
カ
ー
竜
ミ
ラ

八
○

　
一
も
、
革
命
戦
争
を
そ
れ
以
蒲
潮
の
反
抗
運
動
の
集
積
と
し
て
連
続
的
に
捉

　
え
る
）
。
要
す
る
に
バ
ル
ッ
ク
ニ
世
は
独
立
戦
争
の
時
期
の
研
究
に
急
で

　
あ
っ
て
、
そ
れ
へ
の
重
要
な
序
茜
臨
を
鑑
・
閑
視
し
す
蟹
た
欝
齢
い
w
か
あ
る
。

（
附
記
）
　
印
紙
条
例
を
め
ぐ
る
騒
擾
に
つ
い
て
は
寓
③
一
窪
フ
戸
§
降
園
α
彰
自
負

も
。
．
竃
。
「
σ
Q
β
．
．
↓
竃
。
。
露
ξ
｝
霧
Ω
霧
、
、
（
お
α
Q
O
）
と
い
う
近
薯
が
あ
る
が
、

本
稿
は
そ
れ
以
前
に
作
威
さ
れ
、
筆
者
は
ま
だ
益
虫
に
辛
し
て
い
な
い
。
　
い

ず
れ
示
唆
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
な
お
本
稿
は
紹
和
二
十
山
ハ
年
度
文
部
省
科
滋
Ψ
研
究
費
の
補
助
に
よ
一
⇔
帽
八
日

成
果
を
若
干
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

史
学
研
究
会
例
会

ほ
時
　
十
二
月
四
日
（
土
）
午
後
一
時

場
所
　
京
都
大
学
楽
友
会
館
（
市
電
近
衛
通
下
車
）

講
師
並
に
演
題

癖
馬
に
お
け
る
兵
馬
に
つ
い
て

賀
茂
社
と
賀
茂
郷

川
勝
義
雄
氏

柴
　
田

実
氏
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五
、
結

び

　
近
世
申
国
山
［
村
社
会
は
鑛
と
い
ア
り
鉄
肉
置
の
マ
ニ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
的
経
憎
図
に

よ
り
、
か
な
り
の
程
塵
に
開
擁
　
關
発
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
商
最
経
済
、
貨
幣

経
満
の
滲
透
は
、
そ
れ
が
経
済
外
的
要
因
も
あ
っ
て
地
域
的
に
は
か
な
り
の
ず

れ
が
あ
る
に
は
せ
よ
、
相
当
の
も
の
で
お
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て

階
鱒
分
化
も
大
で
あ
っ
て
、
藁
方
で
は
巨
大
な
る
土
魔
所
蚕
簿
（
憂
欝
経
営
に

よ
る
）
と
と
も
に
他
方
株
小
作
的
な
下
人
の
存
在
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で

あ
る
。

　
そ
し
て
他
に
比
し
て
生
産
力
に
乏
し
い
石
見
出
村
部
に
あ
っ
て
は
、
転
落
の

結
果
他
に
職
を
求
め
て
欠
落
し
て
ゆ
く
人
々
も
か
な
り
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
江

川
を
遡
っ
て
備
後
に
抜
け
墨
て
作
州
に
向
っ
て
の
鑓
職
人
の
移
動
の
跡
を
裏
付

廿
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
れ
は
他
の
機
会
に
聡
表
し
た
い
。

然
し
乍
ら
鑛
の
経
営
は
そ
れ
が
薄
濁
企
業
で
あ
る
だ
け
に
ま
た
癒
二
一
を
持

っ
て
い
た
。
良
質
の
原
料
と
優
秀
な
鐘
職
人
に
恵
ま
れ
、
資
本
の
豊
か
な
鉄
宙

師
に
あ
っ
て
は
、
た
と
え
一
、
＝
の
吹
損
じ
が
あ
っ
た
と
し
て
亀
、
そ
れ
を
カ
ヴ

ァ
レ
す
る
こ
と
が
出
爽
た
の
で
あ
る
が
、
小
差
ホ
経
営
の
楊
弓
は
倒
擁
す
る
こ

と
も
多
か
っ
た
。
　
『
代
々
農
を
竜
っ
て
立
つ
べ
く
、
子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
雛

に
は
手
を
出
す
炭
じ
く
盤
巽
々
』
と
い
・
つ
捷
を
持
つ
家
が
か
な
り
多
い
の
も
石

　
　
　
　
　
鐙
よ
り
見
た
る
近
世
串
国
由
村
の
社
会
経
済
携
造
（
庄
司
）

見
部
の
特
色
で
あ
る
。
倒
薩
、
破
塵
の
結
果
は
転
売
や
没
落
が
そ
こ
に
見
ら
れ

る
。
鑓
の
経
営
の
史
的
考
察
は
、
や
陣
，
顧
り
そ
こ
に
小
な
る
鉄
山
廓
が
大
な
る
鉄

山
　
師
へ
吸
収
さ
れ
て
行
く
過
程
を
教
え
て
呉
れ
る
。

　
本
稿
は
近
世
以
降
、
石
冤
國
波
佐
村
庄
屋
の
鑛
文
書
の
年
代
的
羅
列
に
終
っ

た
感
が
な
い
で
も
な
い
。
波
佐
村
の
宗
門
帳
や
壬
申
戸
籍
の
分
癒
の
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
遺
憾
で
あ
る
。
稿
を
改
め
て
三
浦
家
の
明
治
以
降
の
土
地
所
有

過
程
、
農
地
改
箪
・
の
影
響
等
と
あ
わ
せ
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
村
の
社
会
構

造
の
現
代
的
課
題
を
探
り
た
い
と
思
5
。

　
本
論
丈
は
丈
部
省
科
掌
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
附
記
し
、

ま
た
貴
重
な
る
所
蔵
気
書
の
貸
与
を
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
三
浦
…
兼
嚢
、
佐
竹

周
三
両
灰
に
篤
く
御
礼
申
上
げ
る
。

滲雄博孝晃興郎釜：

紹
　
介

立
命
館
大
学
上
期

京
都
大
学
大
学
院
掌
生

大
阪
大
三
助
教
授

闇
三
富
門
大
学
、
助
教
酬
償
、

岡
肉
大
掌
講
』
師

京
都
大
学
大
魚
院
特
別
概
究
生

奈
良
女
子
大
学
講
肺九

九
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鑓剛

それが手のとどかぬ遠くにあつでも
自由に皆様のものにすろのが』

　　コロタイプ印刷です
「雲岡石窟」「慶陵」を再現したのも

　弊社のコ1・タイプ』印刷です

重要美術原本複製
学術図講出版印刷

弩。到錦需真陽

　　　　　　中　村

社篭鴨留意ノ雛禦’山下

友　 吉

　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

会
員
各
位
の
御
支
援
に
よ
り
、
憂
林
」
も
本
号
を
も
つ
て
第
＝
毛
巻
を
完
結

す
る
と
共
に
、
隔
月
刊
へ
の
宿
願
を
遅
滞
な
く
果
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

隔
月
刊
の
方
針
を
今
後
堅
持
し
て
行
く
自
信
を
得
た
こ
と
を
喜
ぶ
と
共
に
、
従
来

の
編
集
の
不
手
際
と
企
画
性
の
歓
除
を
深
く
反
省
し
げ
・
お
り
ま
す
・
従
っ
て
こ
の

反
省
の
上
に
立
2
，
－
、
来
年
度
に
ぎ
ま
し
て
は
各
号
に
そ
れ
ぞ
れ
の
縛
色
を
も

た
せ
、
又
翼
翼
の
や
う
な
綜
合
的
な
学
術
誌
の
み
が
果
し
う
る
歴
史
学
に
共

通
の
課
題
を
と
O
上
げ
、
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
の
各
分
野
か
ら
追
究
し
た
成

果
を
も
示
し
た
い
と
期
し
て
努
力
し
て
居
り
ま
す
。

　
毎
号
編
集
後
記
に
記
す
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
会
員
諸
兄
姉
の
厳
し
い
三
巴
剣
と
御
三
擁
を
重
ね
て
お
願
い
巾
し
し
げ
ま
す
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
金
関
）

印　　　発　　　　　　プしノし刷　　　行　　　史　五五
所　　　所　　　　四四
　　　　　　イドイド　ラ　ミ　　　　　ユ　くヨく　　　　コトロト
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